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は じ め に
　「知的障害者福祉の変遷」京都、滋賀を中心とし
て①〈京都文教短期大学研究紀要第46集〉において、
戦前からの施設の流れを京都、滋賀を中心に述
べた。入所施設は何故必要とされたのか、また
知的障害者の施設に至るまでに紆余曲折を経て
きた施設の流れを概観した。
　本稿ではその中でも、戦後の知的障害者福祉
の発展に大きな影響を与えた近江学園の生活、
教育、職業訓練が一体となった実践を取り上げ、
生活施設としての取り組みを具体的に考察す
る。
　生活、教育、職業訓練が分化した現在は、歴
史をたどれば大きな進歩でもある。入所施設も
戦前は全国で10箇所にも満たず、戦後において、
多数設立されたものの、それでも十分な数とは
いえなかった。また、社会的環境からも知的障
害ということを隠したいために部屋の一室に閉
じ込めたり、児童養護施設を利用したりと社会
の理解の無さが、家族や障害者本人を苦しめて
きた歴史がある。そこから現在を見るとグルー
プホームやオープンカレッジなど社会や地域に
開かれた施策や実践は大きな進歩であることは
間違いない。
　しかし、入所施設は生活そのものがそこにあ
る。ライフステージごとの人々が必要とする“生
活の質”は障害の有無に関係なく一人ひとり固
有のものであり、またそこに何を求めるかは
個々に違うのである。この意味から、一人の人
の生活をまるごとかかえる役割を担う入所施設
においては、時として“人の生活”と施策がな
じまないことも当然出てくる。そのなじまない
部分をそのままにするのでなく、また画一的な
施策で押し通すのでなく本人が何を望みどのよ
うに生きたいのかを聞き取る制度の仕組みが今
こそ必要だと思われる。
　本稿では、戦後まもなく開園され、戦後の障
害児・者福祉のみならず社会福祉の考え方に大
きな影響を与えた近江学園の取り組みを整理す
る。それは単なる入所施設の歴史ではなく、社
会事業から社会福祉へ転換した象徴とも言え
る。本稿においては滋賀県立近江学園の取り組
み、主に初期の頃の思想や実践の萌芽に着目し
たい。
　なお、近江学園はその時々の社会の要請に応
える形で社会福祉法人を設立してきたが、その
知的障害者福祉の変遷
―京都、滋賀を中心として②―
石　野　美也子
　本稿は戦後の知的障害者施設の象徴でもあり、知的障害者や重症心身障害児の研究と実践に大きく
貢献した近江学園開園までと、初期の頃の実践を「設立の趣旨」を中心に、先駆的といわれた近江学
園の実践に根ざしていた生活、教育、職業訓練に着目し整理したものである。
キーワード：近江学園、生活、教育、設立の趣旨、糸賀一雄
研　　究　　紀　　要
－ 72 －
研究は次回に譲りたい。
　用語について現在は「障がい者」と表記する
ことが多いが本稿では法律用語として使用され
る障害者を用いることと、引用などにおいては
その当時の用語を用いることをあらかじめ述べ
ておく。
１．糸賀思想の萌芽
　ここで特筆すべきことは、近江学園は、哲学
を学んだ糸賀一雄①が田村一二の教育、池田太
郎の心理学を根底に持った人間観と巡り会い、
ひとつになった思想を背景に、創設されたこと
である。
　そのことが、近江学園を先駆的取り組みへと
駆り立て、また、糸賀思想を萌芽させ実践の中
で展開させたといえる。
　また、そこには敗戦によって混乱期を迎えた
日本の時代背景があった。
　その時代と思想の出会いが戦後の社会福祉を
担っていく糸賀一雄の思想を生み出したといえ
る。
　糸賀に近江学園設立を決意させたひとつは巷
にあふれる「浮浪児」と呼ばれトラックにのせ
られ、施設に物のように連れて行かれる戦災孤
児や戦争によって親とはぐれた子どもたちの姿
であった。
　もうひとつの大きなきっかけとなったのは田
村一二、池田太郎といった仲間の求めであった。
２人との出会いを糸賀はその著書「この子らを
世の光に」②で二人の恩師という表現で紹介して
いるほど尊敬する人物であった。池田太郎は出
征遺家族の子弟で病虚弱な児童のための「三津
浜学園」の実質的責任者として赴任し、田村
一二は大津市石山の精神薄弱者施設「石山学園」
の責任者として赴任していた。両施設共に軍事
援護のための施設であったため敗戦後は閉鎖を
余儀なくされる。また池田、田村両氏はこの実
践を通して共に生活する中での教育実践が如何
に重要かということを実感し、そのことを糸賀
に伝える。両者を滋賀県に招きそれぞれの力を
高く評価していた糸賀にとって２人の求める新
しい学園の構想は新しい社会の幕開けを感じさ
せるものであり、また社会に放り出された、戦
争の犠牲となった子どもたちに対する社会的責
任の形でもあった。糸賀はこの実践を行うこと
を「愛のためではない」と表現している。青年
の頃に授洗している糸賀一雄にとって「愛」と
は重要な言葉である。しかし、「愛」という一
言では表しえない決意と、後に述べる社会事業
から社会福祉へと転換を図りつつあった時代に
慈善事業と訣別し、社会福祉の時代を担ってい
く覚悟の表れた短い一言である。その強い決意
を持ち糸賀は池田太郎、田村一二と共に新しい
学園の構想を練ることとなった。教育に関心を
持っていた糸賀をはじめ3人は新しい施設の中
心に教育と医療を据えた。これは当時、大変画
期的なことであった。
　また、３人は教育の対象を知的障害児、生活
困窮児、戦災孤児とした。そのことは近江学園
がインテグレーションに近い教育を行うきっか
けとなった。
　以上の２つ、「教育」「医療」を中心に据え、
対象を「統合」すると言うことを柱に「設立の
趣旨」を作り近江学園の実践が始まる。
　次に、近江学園の教育と職業訓練に根ざした
生活施設の歴史を振り返る。
２． 近江学園の教育，生活，職業訓練
の歴史
　前述したように、近江学園の取り組みは糸賀
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の思想を根底に実践され、また実践により糸賀
思想も深まっていった。
　その実践の歴史を初期の頃の南郷時代を中心
に以下に述べる。
　昭和21年　近江学園は生活保護法の救護施設
として大津市，南郷に開園する。
　ここに石山学園からの15名を受け入れ、１部
を戦災孤児、生活困窮児とし２部に知的障害児
を受け入れる整備を進める。この障害児と一般
の養護児童の出会いがインテグレーションに近
い関係をうむ。
　当初から、農業、畜産、窯業の３本立てで職
業訓練を行った。生産即教育、教育即生産とい
う教育と生産の連携はこの頃萌芽した。
　どんぐり金庫開設。職員の給料をプールし生
活全体に使う。ここには、慈善事業との訣別と
しながらも、まだ財政的に国の援助に頼れない
社会事業と社会福祉の間の施設の現状がうかが
える。
　近江学園の特徴に「人作り」があげられる。
それは当初につくられた近江学園の３条件とい
われる四六時中勤務、耐乏生活、不断の研究と
いう厳しい条件から生まれたともいえる。
　四六時中勤務はその当時は文字通りの意味で
あり、のちには常に子どもたちのことを考える
という考えに変化していった。
　耐乏生活はその当時、誰もが豊かではなかっ
たが、それを苦にせず何ものにもよらず学園を
運営していく心意気の表れと見られる。
　不断の研究は、「人作り」の上でも大変重要
であり、大津方式と呼ばれる乳幼児検診におけ
る研究にも大きく貢献した。
　また、研究を深めていったことが発達保障と
いう考え方を生んだ。これらのことは研究の成
果ではあるが、３条件の求めた不断の研究とは
根本精神の理解と継承を職員、一人ひとりが行
うという点にあった。それゆえに、その精神を
継承した人びとが多くの施設へと招かれてい
き、知的障害者の福祉の伸展に寄与したのであ
る。
　昭和22年　年長児のための一麦荘を設置し職
業訓練を試みる。
　昭和23年　児童福祉法により滋賀県立近江学
園となる。
　小、中学校を合併し教育部とし，生産部を職
業指導部とする。
　この年、医局を開局。園医としてのちのびわ
こ学園の園長となる岡崎英彦を迎える。嘱託で
はなく常勤の医師がいることは戦後まもなく身
体的にも栄養的にも弱っていた子どもたちにと
ってはもちろん重要であるが、その医局が地域
にも開放されていた点は地域医療にも大きな役
割を果たした。「施設の社会化」と叫ばれるの
はこののちずっと後である。ここにも近江学園
の先駆性が見られる。
　昭和24年　学校教育法に基づき園内に大津市
立石山小学校、粟津中学南郷分校が設置された。
学校教育と施設での生活が一体化したもので、
教職員は児童指導員を兼務していた。近江学園
と交流のあった京都の八瀬学園を始め、教職員
が児童指導員を兼務する施設も見られたが多く
の施設は就学猶予や就学免除の人たちが多く見
られた。その中にあって施設に教育を取り入れ
ることが出来たのは画期的なことであり「教育」
と「生活」が共にあった時代である。ここには
職員の子どもたちも通っていた。
「共生」ということのゴールはこのような教育
の中から生まれる。
　この制度は糸賀一雄の亡くなる昭和43年まで
続く。昭和42年には園医が不在となり嘱託医と
なる。教育、医療、職業と生活が一体化してい
た先駆的施設は昭和42年を境に少しずつ姿を変
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えていく。日本社会全体も安定し社会福祉と教
育が分離し始めた時期である。
　以上、近江学園が民間から始まり、県立にな
った南郷時代を振り返り、教育のあり方を中心
に見てきた。
　近江学園は昭和46年に現在の地、石部に移転
した。
　戦後まもなく設立された近江学園は社会福祉
の成立期において多くの役割を果たして糸賀、
池田、田村の３名の力にとどまらず、多くの人
物を輩出し、今に続いている。
　社会事業から社会福祉への転換は容易なこと
ではない。にもかかわらず、多くの新しい考え
方を生んだ近江学園の原点といえる「設立の趣
旨」を次に見ることとする。
３．「設立の趣旨」
　近江学園「設立の趣旨」③は戦後の障害者福祉
の指針ともなるものであった。
　ここでは、終戦によって町へ放り出された子
どもたちや、親を亡くした子どもたち、知的障
害のある子どもたちが共に生活し、教育を受け、
職業的自立を目指すと言うことが謳われてい
る。言い換えれば統合教育（インテグレーショ
ン）であり、障害の有無に関係なく教育や生活
を共にする中で相互の理解が得られるというノ
ーマライゼーションに通じる発想がすでにこの
時代に「設立の趣旨」に盛り込まれている。
　保護すらままならなかったこの時代において
これらの発想は先駆的といえる。
　保護のみならず、その時代に真の「共生」を
目指していたことが重要であり、実践の中にそ
れらの考えを反映させた。
　その思想を根底に持った実践が近江学園だけ
に留まらず、戦後の知的障害者福祉を大きく展
開させる役割を果たすことになった。
　「設立の趣旨」は６つの根本精神から出来て
いる。
 
①　対象の綜合
　　 ２部制にし、１部を戦災孤児、生活困窮児、
２部を知的障害児とした。
　　 ２部制にすることに反対があったとして
も、それが社会の本来あるべき姿であり、
お互いに理解を深めあうということを中心
に据えた考え方である。
②　医療と教育の結合
　　 人間の精神と身体を切り離すことは出来な
いという考えに立って医局の設置、及び研
究部の設置を謳っている。
③　福祉と教育の結合
　　 ２部制をひいたように、社会へ出て自立す
ることを前提に、社会のあるべき福祉の形
と教育を一体化したもの。
　　 　「設立の趣旨」を読むと生活するために
入所が必要だという考え方だけではなく、
教育を行うために、戦災孤児や知的障害児
を入所させ、教育を行うというところに近
江学園の設立の趣旨がある。これは生活と
教育が分化した今の体制の中で「生活の質」
「教育の質」というものを考える上で重要
な考え方である。教育とは学校教育だけで
はないということを改めて考えなければな
らない。
　
④　労働と教育の統一的結合による独立自営
　　 子どもたちが社会に出て働くための生産教
育と、その生産に必要な設備を備えるとい
うものである。これは実践のなかでは、子
研　　究　　紀　　要
－ 75 －
豚の飼育に失敗したり、ブロック作りに失
敗したりと悪戦苦闘を繰り広げた。
　　 　独立自営とはできるだけ自分たちの力で
生きていくことを目指さなければ外部の変
動によって生活が左右されるというような
不安定なことを避けるために、設立にあた
って最も力を入れたところであり、初期の
頃は障害も重くなく、独立自営も可能であ
った。
　　 　しかし、実践においては就労につながる
子どもたちばかりでないということに直面
し、そのために多くの成人のための施設を
作ることに繋がっていく。
⑤　職員養成と不断の研究
　　 初代の人々だけでなく、その人たちがいな
くなっても同じ方針で施設の存続ができる
ように人材の養成と研究室を設置した。
　　 　前述したように「人作り」は糸賀の最も
力を入れたことでもある。糸賀が講演を通
じて社会に現状を訴えたことをソーシャル
アクションと考えるなら、その「人作り」
は養成した職員を近江学園の外へ出し、そ
の思想と実践を広める草の根運動といえ
る。
　　 　ここから、多くの人が輩出されたこと、
及び研究の成果は知的障害児・者の福祉の
発展に大きな役割を果した。
⑥　社会の要求に応える
　　 まずは児童のことから行うが、その実践に
よって見えてくる課題に取り組み社会の要
請に応えて行きたいというものである。
　　 これは実践においては、課題が見えるごと
にその人たちにふさわしい施設経営を社会
福祉法人の形で行ってきたことに表れてい
る。
以上、「設立の趣旨」を６つの根本精神を中心
に見てきた。
　時代性が作り上げたもの、及び制度が整備さ
れていないが故の超法規的とも思われる実践は
このような思想と精神に裏付けられてきたとい
うことが理解できる、先見性のある、先駆的な
ことが多く盛り込まれた趣意書である。
お わ り に
　本稿は、戦後まもなく設立され、実践におい
て画期的、かつ先駆的取り組みをしてきた滋賀
県立近江学園の初期の頃の教育と生活が一体と
なり、その中で生産教育が行われてきた実践の
歴史、及び設立の趣旨に見る思想を振り返り、
整理した。
　確かに児童を中心として展開されてきた近江
学園の時代から見ると、現状の抱える、知的障
害者の高齢化、重度化という課題は、近江学園
初期の頃とは様相を異にするものである。
　しかし、その、「設立の趣旨」に見られる統
合教育及び、ノーマライゼーションの理念や実
践の道筋は高齢化、重度化の中にある知的障害
者がどう生きていきたいのか、さらに、その抱
えている不安に対してどのように支援していけ
るのかという解決の方向性を示すものとして今
なお重要なものである。
　今後はこの近江学園の実践の基本でもあった
ノーマライゼーションとインテグレーション―
ここでは、学校教育に留まらず、広く生涯教育
へと発展して考えることを基本において、他の
施設の実践やその他、様々な取り組みを見てい
くことで課題解決の道筋を探っていきたい。
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（註）
①  糸賀一雄（1914 ～ 1968）
　初代近江学園長
　 京都大学哲学科卒業。哲学的思想は後の実践に大きく
影響している。糸賀の実践を吉田久一は「実践の中に
哲学がある」と評している。
　重症心身障害児の中に自己実現を見出し、世の中が「こ
の子らに世の光を」という哀れみの表現をしていた時
に糸賀は「この子らを世の光に」と「を」と「に」の
転換と共に考え方の転換も社会に訴えた。そこには障
害児だからという考え方でなく、人間は全て磨けば光
る存在であり障害者もその例外ではないというノーマ
ライゼーションに近い思想があったことは、まだ北欧
でもノーマライゼーションの思想が具体化されていな
かった時期において興味深い。
②  糸賀一雄著『この子らを世の光に』柏樹社、1965
③  糸賀一雄「設立の趣旨」近江学園1946、9
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